
各種地盤改良工法の比較

工法 柱状改良 表層改良 小口径鋼管(在来) SRP(ラフト)工法 ウルトラピラー工法 GRR工法 Σ‐i工法 RES-P工法

イメージ図

特徴

安定した地盤までセメン
トミルクを注入撹拌し、
強固な柱状体をつくりま
す。

軟弱な土にセメント系固
化材を混合し、地盤の基
礎下の軟質地盤を固化材
で固める工法です。

一般構造用炭素鋼鋼管を
堅固な地盤まで圧入等に
よって貫入させ支持しま
す。

角型鋼管の支持力に基礎
下地盤の支持力を複合し
た「複合地盤」とするこ
とで大きな支持力を確保
できます。

セメントミルクを地中で
そのまま杭状に固化させ
るため、強度のバラつき
が少ない高強度の改良体
をつくれます。

シートによる砕石層の変
形拘束効果と剛性補助効
果により地盤の支持力を
向上させる工法です。

杭先端に取り付けられた
翼部が、鋼管軸径の2.5
～3.5倍であるため、大
きな先端支持力を得るこ
とができます。

地盤中にパイプ(細径鋼
管)を貫入して、地盤と
パイプとの複合作用で地
盤を補強する工法です。

性能
一般的な工法
(非性能証明)

一般的な工法
(非性能証明)

一般的な工法
(非性能証明)

GBRC性能証明 GBRC性能証明 GBRC性能証明 GBRC性能証明 GBRC性能証明

適用深度 1ｍ～10ｍ 0.5ｍ～2ｍ 1ｍ～21ｍ 2ｍ～12ｍ 2ｍ～10ｍ 0ｍ～1.0ｍ 1ｍ～21ｍ 2ｍ～14ｍ

残土発生 有り 有り 無し 無し 少ない 有り 無し 無し

新規盛土 対応可 対応可 対応可 SRP工法として対応可
基礎下0.5m~1.0ｍ以上の

新規盛土不可
掘削深度以深の
新規盛土不可

対応可
0.5ｍ以上の

新規盛土不可

安息角適用現場 × × 〇
SRP工法として対応可

〇
× × 〇 ×

腐植土 × × 〇
SRP工法として対応可

〇
〇 × 〇 〇

液状化危険区域 〇 × 〇 〇 〇 × 〇 ×

長所

柱状改良体の径をφ
500㎜～1300㎜まで幅
広く選択でき、住宅や
ビル、擁壁等の構造物
に幅広く使用されてい
ます。

建物基礎下、工場土間
下、擁壁の埋め戻し土
の改良等、地盤の均一
化・安定化に広い範囲
で使われています。

セメント系の改良が諸
条件で困難な場合に用
いられ、支持地盤まで
既成杭を貫入させる工
法です。

角型鋼管仕様は□75㎜
～□150㎜まで選択で
き、経済設計が可能に
なります。また施工ス
ピードが改善でき、工
期を短縮できます。

柱状改良に比べ、使用
するセメントを減らせ
るため、経済性に優れ
た工法です。ただし、
水平力が問題となるよ
うな地盤には不適とな
ります。

杭打ち施工幾や大型
バックホウが入らない
狭小地での施工が可能
です。埋蔵文化財の掘
削制限地域で実績が多
数あります。

先端翼の形状により貫
入推進力が高く、小型
の施工機が使用でき、
狭小地での施工が可能
です。

平面地盤補強工法で数
多い実績を誇る工法で
す。最大14ｍまで補強
が可能です。支持タイ
プと摩擦タイプの2種
類あります。
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